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は

　

じ

　
め

　
に

　

京
都
大
学
の

柳
田

聖
山

教
授
は

、

『

中

外
日

報
』

の

昭
和
五

五

年

＝

月
一

八

口

付
か

ら
五

六

年
一

月
一

五

日

付
ま
で

の

二

〇

回

に

わ

た

っ

て
、

「

タ

ブ

ー

へ

の

挑
戦
　
再
掘
日

本

宗
教
史
そ
の

謎
に

迫
る

　
道
元
」

と

題
す

る

論
文
を

発
表
さ

れ

た
。

そ
こ

で

は
、

こ

れ

ま
で

何
ら

問

題
に

さ
え
さ

れ
な
か

っ

た

点
に

、

新
た

な
視
点
よ

り

の

解
釈

が
加
え

ら

れ
、

我
々

が

従
来
抱
い

て

い

た

の

と

は

少
し

異

な
っ

た

道
元

禅
師
像
が

描
き

出
さ

れ
て

い

る
。

　
こ

の

論
文
か

ら

は

示

唆
を

受
け
る

面
も
少
く
は

な
い

が
、

宝
治
元

年

八

刀
か

ら

翌
年
三

月

に

か

け
て

の

鎌
倉
行
化
は

な
か
っ

た

と

す
る

指

摘

は
、

筆
者
が

木

論
集
の

前

号
（

「

『

永
平
広
録
』

説
示
年
代
考
」

）

で
、

第
二

五
一

宝
治
二

年
戊
申
三

月
十
四

日

上

堂
を

、

鎌
倉
よ

り

帰
っ

た

翌
日

に

行
な
わ

れ

た

帰

山

上

堂

と
し

て

取
り

扱
っ

た

直
後
で

あ
っ

た
。

そ
れ

故
、

自
ら
の

考
え

を

改
め

る
か

、

或
い

は

反
論
す
る

必

要
が
あ
る

が
、

筆
者

は

教

授
の

説
に

は

賛
同

し
か

ね

る

点
が

多
い

の

で
、

後
者
を

選
ぶ

こ

と

と

す
る

。

　
な
お
、

柳
田
教
授
の

説
を

引
用
す

る

場

合

は
、

『

中
外
日

報
』

の

発

行

日
で

は

な
く

、

二

〇
回

連
載
の

う
ち

の

第
何
回
目
で

あ
っ

た

か

で

示
す

こ

と

に

す
る

。

本

稿
で

は

触
れ

な
い

部
分
も

含
め

て
、

参
考
に

そ
の

関

係
を

記
し

て

お

く
。

昭
和
五

五

年

　一

月
一

八

日

 

一
　
　

二

〇
日
 

　
　

二

二

日
 

　
　

二

五

日

 

　
　

二

七
日

 

　
　

二

九
日

 

二

月

　
二

日

 

四

日

 

六

日

 

九
日

 

一
一

日

 

　
　
一

柳
田

教
授
は

鎌
倉
行
化
に

関
し

て
、

の

創
作
で

、

＝
二

日

 

一

八

日

 

二

〇
日

 

昭
和
五

六

年

一

月

　
一

日
 

　
　

三
日

 

　
　

七

日

 

　
　一

〇
日

 

　
　

＝
二

日

 

　
　一

五

日

 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
（

道
元
の
）

遺

偈
も
ま

た

後

人

作
ら

れ
た

遺
偈
に

も
と
つ

い

て

鎌
倉
行
化
が

構
想
さ

れ

て
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例
の

帰
山
上

堂
そ
の

他
の

作
品
と

な
る
」

（

 
）

と
し

て
、

遺
偈
と
の

関

連
に

お

い

て

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

遺
偈
と
の

関
連
に

お
い

て

鎌
倉
行
化

が

述
べ

ら

れ
る

の

は

何
故
で

あ
ろ
う
か

。

教
授
は

、

『

沙

石

集
』

に

よ

る

と
、

日

本
に

お

い

て

遺
偈
の

先
例
は

建
仁
寺
栄

西
の

流
と
、

松
島
の

法

身
で

あ
り

、

つ

い

で

蘭
渓
・

聖
一

・
一

豪
と
い

う
こ

と

に

な
る
が

、

彼
ら

は

い

ず
れ

も

鎌
倉
と

関
係
し

て

い

る

と
言
わ

れ
る
（

 
）

。

そ
の

よ

う

な
時

代
で

あ
る

。

時
代
の

要
請
と

し

て
、

鎌
倉
と

関
係

を

持
た

な
い

道

元
禅
師
を

、

鎌
倉
と

関
係
づ

け
る

た

め
、

先
ず
遺

偈
が

創
作
さ

れ
、

そ

れ

に

も
と
つ

い

て

鎌
倉
下
向
し

て

名
将

時

頼

を

説
く
と

い

う
よ

う

に
、

伝

記
資
料
は

ふ

く
ら

ん

で

い

っ

た

と

教
授
は

考
え

ら
れ

て

い

る

よ

う

で

あ
る

。

他
に

も

指
摘
さ

れ
て

い

る

点
は

あ
る

が
、

本
稿
で

は
、

遺

偈
と

こ

れ
に

も
と
つ

い

て

作
ら
れ
た

と

さ

れ

る

鎌
倉
行
化
の

二

点
に

関

し

て

の

み

論
じ

る
こ

と
に

す
る

。

　
　

本
文
中、

道
元、

瑩
山
の

両

祖
の

み

禅
師
の

敬
称
を

付
け

、

他
は

略
し
た

。

　
　

引
用

箇
所
を

示
す

場
合、

曹
洞
宗
全
書
は

曹
全、

続
曹
洞
宗
全
書
は

続
曹

　

全、

道
元
禅
師
全
集
は

全
集
と

略
称
し

た
。

ま

た、

『

建
蠍
記
』

は

す
べ

て

　

河
村
孝
道
編
著
『

諸
本
対
校
永
平

寺
開
山
道
元

禅
師
行

状
建

蔚

記
』

（

大
修

　

館
書
店
昭
和
五

〇
年
四

月
）

に

よ

り
、

『

諸
本
対

校
建
撫
記
』

と

略
称
し

た
。

二

　
遺

偈

　
柳
田

教
授
は

、

道
元
禅
師

・

懐
奘
・

義
介
の

三

代
の

遺
偈
は

、

如
浄

の

遺

偈
と

形

も
内
容
も
よ

く
似
て

お

り
、

如
浄
の

遺

偈

を

下
敷
に

し

て
、

一

挙
に

作
ら

れ

た

の

で

あ
っ

て
、

楚
山

禅
師
の

遺

偈
は

、

そ
れ

ら

道
元
禅
師
の

遺
偈
と

鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

と
は

調
子
が

違
う

と

言

わ
れ

る

（

 
 
）

。

は

た

し

て

そ

う

で

あ
ろ

う
か

。

次
に

、

如
浄
か

ら
瑩
山
禅
師
ま

で

の

遺
偈
を
列

挙
す
る

こ

と

に

す
る

。

　

如
浄

　
　

六

十
六

年、

罪
犯
彌
天

。

打
二

箇
陣
跳
嚇

活
陥
二

黄
泉
殉

姨
。

従
来

生
死、

　
　

不
二

相
干
唄

（
『

如
浄
和
尚
語
録
』

正
蔵
四

八
・

二
二一
二

a
）

　

道
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

五

十
四

年
、

照
二

第
一

天
鴫

打
二

箇
陣
跳
→

触
二

破

大
千
縛

痍
。

渾
身

無
ド

覓
、

　
　
　

　
　

活
陥
二

黄
泉
吻

（

『

元
祖
孤
雲
徹
通
三

大
尊
行
状
記
』

（

以

下

『

三

大

尊
行
状

　
　

記
』

と

略
す
）

曹
全
　
史
伝
上
・
一

四

a
）

　
　
　

明
州
本
・

門
子
本
『

建
撕
記
』

（

『

諸
本
対

校
建
撫
記
』

八

四

頁
）

ハ

「

黄

　
　
　

泉
」

ノ

次
二

「

痍
」

ノ

字
ア

リ
。

瑞
長
本
ハ

欠
ク

。

　
　
　
『

永
平
寺
三

祖
行
業

記
』

（

以
下
『

三

祖
行

業
記
』

と

略
称
す

。

曹
全

　
　
　

史
伝
上
・

四

a
）

延
宝
本
『

建
掘
記
』

（

八

三

頁
）

ハ

「

覓
」

ヲ

「

處
覓
」

　
　
　

ト

シ
、

『

訂
補
建
掘
記
』

（

八

三

頁
）

ハ

「

著
處
」

ト

ス

ル
。

　
　
　

瑞
長
本
『

建
撕
記
』

ハ

「

活
」

ヲ

「

生
」

ト

ス

ル
。

　

懐
奘

　
　

八

十
三

年
如
二

夢
幻一

。

一

生
罪
犯
覆
二

彌
天
噌

而

今
足
下
無
γ

絲
去

、

蹈
二

飜

　
　

虚
空一

没
二

地
泉
司

（
『

三

大
尊
行
状
記
』

曹
全

　
史
伝
上
・
一

六

a
）

　
　
　
　
『

三

祖
行
業
記
』

（

曹
全
　
史
伝
上
・

六
a

）

ハ

「

絲
」

ヲ

「

罷
」

、

　
　
　
　
「

蹈
」

ヲ

「

爪

臼王
」

ト

ス

ル
。

　

義
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

七
顛
八

倒
　
九
十
一

年

　
蘆
花
覆
γ

雪

　
午
夜
月
円

。

（

『

三

大

尊
行
状
記
』

　
　

曹
全

史
伝
上
・
一

九
a

）

　
　
　
　
『

三

祖
行
業
記
』

（

曹
全
　
史
伝
上
・

九
a

）

ハ

ニ

年
L

ヲ

「

有
一
」

　
　
　

ト

ス

ル
。

一

九
九
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道
元

禅
師
の

遣
偈
と

鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

　
　
　
『

洞
谷

記
』

「

洞
谷
伝

燈
院
五

老
悟
則
井
行
業
略

記
」

（

曹
全
　
宗
源
下

　
　
　
・

五
一

五

b
）

『

永
平
第
三

代
大
乗
開
山
大
和
尚
遷
化
喪
事
規
記
』

（

続

　
　
　
曹
全
　
清
規
講
式
・
一

b
）

ハ

「

覆
」

ヲ

「

帯
」

ト

ス

ル
。

　

瑩
山

　
　

自
耕

自
作
閑
田

地
、

幾
度
売
来
買
去

新
　
無
γ

限
霊
苗
種
熟
脱

　

法
堂
上

　
　

見
二

插
γ

鍬
人［

（

『

洞
谷
記
』

曹
全

　
宗
源
下
・

五
二

六

a
）

　
　
　
　
ω
　
内

　
　
容

　

先
ず

如
浄
と

道
元
禅
師
と
の

遺
偈
に

つ

い

て

考
え
て

み
た

い
。

こ

の

二

つ

の

遺
偈
は

実
に

よ

く
似
て

お

り
、

「

打
箇
蹄
跳
」

「

活
陥
黄
泉
」

の

二

句
は

全
く
同

じ
で

あ
る

。

し
か

し
、

道

元
禅
師
の

遺
偈
を

、

ど
う

し

て

そ
の

ま

ま

禅
師
の

も
の

で

あ
る

と

受
け
取
っ

て

は

い

け

な
い

の

で

あ

ろ

う
か

。

教
授
は

以
前
に

、

著
書
『

禅
の

遺
偈
』

（

潮
文

社

昭
和
四

八

年

一
一

月
）

で
、

こ

の

両
者
の

遺
偈
を

取

り
上

げ
、

「

文
献

を

信
ず
る

限
り

、

道
元
は

如
浄
の

遺

偈
を

知
っ

て
い

て
、

先
師
の

そ
れ

に

従
っ

て

自
分
の

遣
偈
を
つ

く
っ

た

の

で

あ
る

。

そ

れ
は

、

師
弟
と

し

て

自
然
の

な
り

ゆ

き
で

あ
る

。

と

く
に

道
元
の

如
浄
に

対
す
る

ひ

た

む
き
な
傾
倒
は
、

そ

う
し

た
一

致
を

生

み

だ

す
に

ふ

さ

わ
し

い
」

2
八

九
頁
）

と

述
べ

ら
れ

て

い

る
。

「

文
献
を

信
ず
る

限
り

」

と
い

う

条
件
の

下
で

の

言
葉
で

は

あ

る

が
、

こ

れ

は
、

ま

さ

に

筆
者
が

両
遣

偈
か

ら

受
け
る

感
じ
と

全
く
同

じ
で

あ
る

。

だ

が
、

現
在
は

、

道
元
禅
師

以
下
三

代
の

遺

偈
は

、

如
浄

の

遺
偈
に

よ
っ

て
一

挙
に

作
ら

れ
た

も
の

で

あ
る

と
の

説
に

変
ら

れ
た

よ

う
で

あ
る

。

し

か

し
、

ま
た

「

わ
た

く
し
は

、

道
元
が

如
浄
の

遺
偈

二

〇
〇

に

注
目
し

て
、

み

ず
か

ら
こ

れ

と

似
た

遣

偈
を

の

こ

し

た

こ

と

を

信
ず

る
」

（

 
）

と

も
述
べ

ら

れ
、

心

情
的
に

は
、

如
浄
に

傾
倒
し

て

い

た

道

元
禅
師
の

遺

偈
で

あ
る

と
、

認
め
た

い

よ

う
で

も

あ
る

。

　

如
浄
と

道
元

禅
師
と
の

遺
偈
に

関
し

て

は
、

結
局
そ
の

依
っ

て

い

る

『

三

祖
行

業
記
』

或
い

は

『一
二

大
尊
行
状

記
』

の

記
述
を

認
め

る

か

ど

う
か

に

あ
り

、

こ

れ

以

上

論
じ
て

も

結
論
は

出

な
い

で

あ
ろ

う
。

教
授

は
、

如
浄
と

道
元
禅
師
の

遺

偈
の

相
似
よ

り
も、

懐
奘
と

義
介
の

二

代

の

作
品

の

相
似
の

方
に

問
題
を

含
む
（

 
）

と
さ

れ
る

か

ら
、

懐
奘
以
降

の

遺
偈
に
つ

い

て

見
て

み

る
こ

と
に

し

た
い

。

　

懐
奘
の

偈
は

、

確
か

に

前
二

代
の

偈
と

相
似
し

て

い

る
。

コ

生
罪
犯

覆
二

彌
天

こ

は

如
浄
の

「

罪
犯
彌
天
」

を
、

「

蹈
二

飜
虚
空
一

没一一
地
泉一
」

は

如
浄
・

道
元
禅
師
の

「

打一一

箇
聹
跳
→

活
陥
二

黄
泉
こ

を

受

け

て

い

る

こ

と

は

明

ら
か

で

あ
る

。

　
で

は
、

義
介
の

偈
は

前
三

代
の

偈
と

ど
こ

が

似
て

い

る

の

で

あ
ろ

う

か
。

筆
者
に

は

似
て

い

る

と

は

思
え

な
い

。

「

七

顛
八

倒
、

九

十
有
一
」

。

こ

れ

は

九

十
一

年
間
の

自
か

ら
の

生
涯
を

述
べ

た

も
の

で

あ
る

。

日

本

達
麿
宗
よ

り

深
草
興
聖
寺
の

道

元
禅
師
の

も
と
へ

。

や
が

て

禅
師
と

と

も
に

北
越
へ

。

禅
師
の

示

寂
後
正

元

元
年
に

は

宋
に

渡
り

、

同
四

年
に

帰
朝
し
、

永
平

寺
の

諸
堂
の

整
備
等
を

行
な
い

、

文

永
四

年
、

師

懐
奘

の

あ
と

を

う

け
て

永
平
寺
三

世
と

な
る

が

六

年
に

し

て

退
院

。

八

年
後

の

弘
安
三

年
再
住
し
た

が
、

正
応
五

年
頃
退
住
し
、

大
乗
寺
に

移

住
し

た
。

永
平

寺
を

退
住
し
た

の

は
、

永
平

寺
内
部
で

粉
争
が

生
じ
た

こ

と
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に

よ

る

と

言

わ
れ
て

い

る
。

義
介
の

生
涯
は

、

ま

さ
に

「

七

顛
八

倒
」

の

生
涯
で

あ
っ

た

と

言

え
よ

う
。

そ
う

し

た

前
二

句
と

は

が

ら

り
と

変

り
、

後
半
の

二

句
は

、

現
在
の

心

境
を

述
べ

た

も
の

で

あ

ろ

う
。

如
浄

・

道
元

禅
師
の

「

活

陥
二

黄
泉
二、

或
い

は

懐
奘
の

「

没
二

地

泉
こ

と

い

う
よ

う

な
す

さ
ま

じ

さ
は

な
い

。

白
い

蘆
花
が

雪
に

覆
わ

れ
、

夜
半

の

月
は

皎
々

と

し

て

円
か

で

あ
る

と
い

う
、

白
一

色
の

静

寂
な
一

元
の

世
界
を

う
た
っ

て

い

る
。

「

七

顛
八

倒
」

と
い

う
一

生
で

は

あ
っ

た

が
、

瑩
山
禅
師
と
い

う

す
ば
ら
し

い

弟
子
を
得

、

そ
の

弟
子
に

見
守
ら

れ

な

が
ら
の

、

実
に

美
し

い

清
ら

か

な

境
界
が

う

た

わ

れ
て

い

る
で

は

な
い

か
。

こ

の

よ

う

に
、

偈
の

内
容
か

ら

言
つ

て
、

義
介
の

遺
偈
は

明
ら

か

に

前
三

代
の

そ

れ

と
は

異

な
っ

て

い

る
。

　

瑩
山
禅
師
の

偈
は

、

先
行
す
る

四

代
の

そ
れ

と
は

調

子
が

異
な

つ

て

は

い

る

が
、

義
介
の

遣
偈
が

既
に

異

な
っ

て

い

る

こ

と

が
明
ら

か

と

な

っ

た

の

で

あ
る

か

ら
、

三

代
（

道

元
禅
師
．

懐
奘
・

義
介
）

の

遺
偈
が

相

似
し
て

い

る

と
い

う
こ

と

を

論
拠
と
し

て
、

そ

れ
ら
が
一

挙
に

作
ら

れ

た

も
の

で

あ
る

と

は

言
え
な
い

の

で

あ
る

。

　

で

は
、

義
介
は

除
く
と

し
て

、

二

代
の

遺
偈
は

如
浄
の

偈
を

下
敷
に

し

て

後
に

作
ら

れ
た

も
の

で

あ

ろ

う
か

。

筆
者
は

そ

う
は

考
え

な
い

。

　

正

慶
二

年
（

二
二

三
三
）

一

〇
月
一

二

日

示
寂
し

た

永
平
寺
第
五

代
義

雲
の

遺

偈
は

、

次
の

よ

う
で

あ

る
。

　

毀
γ

教
謗
γ

禅、

八

十
一

年
。

天
崩
地

裂
、

没
二

火
裏
泉
叩

（

『

義
雲
和

尚
語
録
』

　

曹
全
　
語
録
一

・

一

九
b

）

　
　
　

道
元

禅
師
の

遺
偈
と
鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

　

後
半
の

「

天
崩
地
裂

、

没
二

火
裏
泉一
」

は
、

道
元

禅
師
の

「

渾
身

無
7

覓
、

活
陥
二

黄
泉
一
」

を

受
け
て

い

る

と

言
え
る

の

で

は

な
い

で

あ
ろ

う

か
。

永
平
寺
を

復
興
し

、

禅
師
の

祖
風
を

再
興
し

よ

う

と

し

た

義
雲
で

あ
る

。

そ
の

義
雲
が

、

道
元

禅
師
の

遺
偈
に

似
通
っ

た

遺
偈
を

残
し

て

い

る
。

道
元

禅
師
の

遺
偈
が

如
浄
の

そ
れ

に
、

懐
奘
の

遺
偈
が

道
元

禅

師
の

そ
れ
に

、

そ
れ

ぞ
れ

似
通
っ

て

い

る

と
い

う
の

は
、

先
師
に

対
し

て

ひ

た

む
き
に

傾
倒
し

て

い

た

道
元

禅
師
と

懐
奘
に

ふ

さ
わ

し
い

し
、

義
雲
の

遺
偈
か

ら

推
測
す
る

に
、

そ

れ
は

む
し

ろ
。

こ

く

自
然
で

あ
る

と

言
え
る

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

　

以
上
の

よ

う

に
、

三

代
の

遺
偈
は

、

内
容
の

上
か

ら

言
っ

て

決
し

て

一

挙
に

作
ら
れ
た

と

は

言

え

な
い

の

で

あ

る

が
、

次
に

は
、

そ
の

成
立

の

面
か

ら

改
め

て

考
え
て

み

る
こ

と

に

し

た

い
。

　

　

　
　

 
　
成

　
　
立

　

三

代
の

遺

偈
が
一

挙
に

作
ら

れ
た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

な

ら
ば

、

そ

の

成
立
は

、

義
介
の

示

寂、

即

ち

延

慶
二

年
（

＝
二

〇
九
）

以

後
で

な

け

れ
ぽ

な

ら
な
い

。

『

元
亨
釈
書
』

の

道
元
禅
師
伝
に

は

「

建
長

五

年
八

月

二

十

八
日

告
レ

衆
書
F

偈
化
」

（

日

仏
全
六

二

・

九
九
a

）

と

あ
る

か

ら
、

撰

者
の

虎
関
師

練
（

＝
一
七
八

〜

；一
四
六
）

は

禅
師
の

遣
偈
が

存
在
す
る

こ

と

は

知
っ

て

い

た
。

『

元

亨
釈
書
』

が

依
っ

て

い

る

と

言

わ
れ

る
『

三

大

尊
行
状
記
』

に

は
、

道
元
禅
師

・

懐
奘
・

義
介
の

遺

偈
が

あ

り
、

こ

れ
は

、

義
介
示

寂
の

延

慶
二

年
以
後

、

瑩

山

禅
師
が

大

乗
寺
を

退
院
さ

れ
る

文
保
元

年
（

；
二

七
）

の

八

年
間
に

集
記

さ
れ
た

も
の

で

あ
る

と

二

〇
一
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道
元

禅
師
の

遺
偈
と

鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

の

推
定
も

な
さ

れ
て

い

る

（

東
隆
眞
著
『

塋
山

禅
師
の

研
究
』

春
秋
社

昭

和

四

九
年
五

月、

一

二

七

頁
）

。

こ

の

説

に

依
る

な

ら

ぽ
、

三

代
の

遺

偈

は

こ

の

八

年
間
に

作
ら

れ
た

こ

と

に

な
る
が
、

し

か

し
、

延

慶
二

年
一

〇
月
三

日
に
、

瑩
山
禅
師
に

よ
っ

て
、

義
介

遷
化
か

ら

喪
儀
の

祭
奠
次

第
・

仏

事
次
第
が

記
さ

れ
た

『

永
平
第
三

代

大
乗
開
山

大
和
尚
遷
化

喪

事
規
記
』

（

以
下
『

徹
通
義
介
禅
師
喪
記
』

と

略

す
。

続
曹
全

　
清
規

講
式
・

一

b
）

に

は
、

義
介
遷
化
の

模
様
と

遺
偈
が

次
の

よ

う

に

記
録
さ

れ
て

い

る
。

参
考
と

し

て
、

下
段
に

『

三

大

尊
行
状
記
』

　
（

曹
全

　
史

伝
下
・

一

九
a
）

の

相
当
す
る

箇
所
を

対
照
さ
せ

た
。

　
『

徹
通
義

介
禅
師
喪
記
』

同

十
四
日

亥
時

。

召
二

住
持一
日

。

終
焉
時
至

。

住
持

白
云

。

逝
偈

。

纔
書
三
一
字一

書
不
レ

正
。

住

持
問
云

。

次
字
什
麼

。

答
云

。

顛
。

即

課
日

。

手
振
不
γ

成
7

字
。

公
代
可
〆

書
。

承
書
ン

之
。

自
二

八

字一
至
レ

円
十

四
字

　
七

顛
八

倒
。

九
十
一

年
。

　
藍
花
帯
γ

雪
。

午
夜
月
円

。

書
ノ

偈
了

。

於
二

客
殿一

坐
二

椅
子
→

著
二

衣
綴
等
幻

如
γ

常
坐
化

。

　
『

三

大
尊
行
状
記
』

至
二

十
四

日
叩

索
〆

筆
書
二

両

字
叩

課一一
當
住

紹
瑾一
日

。

爲
レ

我
書
γ

之
。

老
病
逼

切
不
γ

得
二

自
書一

即
日

。

　
七
顛
八

倒
。

九
十
一

年
。

　
藍
花
覆
レ

雪
。

午
夜
月
円

。

暫
在
而

逝
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

二

〇
二

　

『

徹
通
義
介
禅
師
喪
記
』

に

依
れ

ば
、

瑩
山

禅

師
の

逝
偈
を
と

の

言

葉
に

、

義
介
は

筆
を
と
っ

て

偈

を

記

そ
う

と
し

て

二

字
ま

で

書
い

た

が
、

そ
の

後
を
書
く
こ

と

が
で

き
ず、

禅
師
が

代
っ

て

言
わ

れ

た

通

り

記
し

た

と
の

こ

と
で

あ
る

。

こ

の

記
録
の

信
憑
性
が
問

題
と

な
る

が
、

『

三

大
尊
行
状
記
』

の

義
介
伝
と

記
述
内
容
は

合

致
し

て

お

り
（

『一
二

大

尊
行
状
記
』

を

瑩
山

禅
師
に

依
っ

て

集

記
さ

れ
た

も
の

と

考
え
れ
ば

当

然
で

あ

る

が
）

、

師
の

終
焉
の

あ
り

さ

ま

を
、

師
資
の

間
に

か

わ

さ
れ

た
二．
雨

葉
を

も
含
め

て

少
し

も
漏
ら
さ

ず
記

録
し

て

お

こ

う

と

す
る

態
度
が

窺
わ

れ

る
。

『 ．
二

大
尊
行
状
記
』

は
、

義
介
伝
を

記
す
こ

と
が

目

的
で

あ
る

か

ら
、

あ
ま

り

細
か

な
記

述
と
は

な
っ

て

い

な
い

が
、

『

徹
通
義
介
禅
師
喪

記
』

の

細
か

な
記

述
は
、

瑩
山

禅
師

、

或
い

は

そ
の

場
に

い

た

者
で

な

く
て

は

記
述
し

え

な
い

も
の

で

あ
る

。

そ
れ

故
、

こ

の

一

文

は
、

義
介

の

終
焉
の

模
様
を

正
し

く
記
録
し

た

も
の

で

あ
り

、

義
介
の

遺
偈
が

後

人
の

作
で

は

な
く

、

義
介
自
身
に

よ
っ

て

作
ら

れ
た

も
の

で

あ
る
こ

と

を

明

確
に

示
し

て

い

る

と

言
え
る

。

　
こ

の

よ

う

に
、

三

代
の

遺
偈
が

後
人
に

よ

っ

て
一

挙
に

作
ら

れ
た

と

す
る

柳
田

説
は

、

先
に

述
べ

た

内
容
ぽ

か

り
か

、

そ
の

成

立
の

面
か

ら

も
否
定
さ
れ

る

の

で

あ
る

。

三

　
鎌
　
倉

　
行

　
化

　
柳
田

教
授
が

、

道
元
禅
師
の

鎌
倉
行
化
は

行
な

わ
れ

な

か
っ

た

と

言

わ

れ
る

論
拠
と

な
る

四
つ

の

資
料
と

、

そ
の

理

由
は

次
の

ご

と

く
で

あ
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る
。

　
ω
道
元
禅
師
の

和
歌

i
晩
年
の

道
元

禅
師
は

教
外
別

伝
や

不
立

文

字
を
説
か

な
か
っ

た
の

に
、

鎌
倉
滞
在
中
の

歌
に

「

教
外
別

伝
」

「

不

立
文
字
」

の

題
が

あ

る
（

 
）

。

　

ω
『

元

亨
釈

書
』

1
ー
虎

関
師
練
の
『

元
亨
釈
書
』

で

は
、

道
元
禅
師
の

鎌
倉
行

化
を

認
め

ず
、

時
頼
の

招
請
を

越
州

移
錫
以

前
に

お

く
（

 
）

。

　

 
『

永
平
広
録
』

1
『

永
平
広
録
』

の

「

因
在
二

相
州
鎌
倉一

聞
二

驚
蟄
一

作
」

と

題
す
る

偈
は

、

『

如
浄
録
』

に

よ
っ

て

構
成
さ
れ
て

い

る

（

 
）

。

ま

た

帰
山
上

堂
は

出

立

と

帰
山
の

年
時

を

明
確
に

記
し

て

お

り
、

他
の

上

堂
と

く

ら
べ

異
常
で

あ
る

。

『

永
平

広
録
』

が

当
初
よ

り

帰

山

上

堂

を
含
ん

で

い

た

か

ど

う
か

。

『

略
録
』

（

『

永
平
元

禅
師

語

録
』

）

か

ら

『

広
録
』

（

『

永
平

広
録
』

）

へ

も
考
え

ら

れ
る

の

で

は

な
い

か

（

 
）

。

　

ω
『

吾
妻
鏡
』

i
『

吾

妻
鏡
』

に

鎌
倉
行
化
の

記
録
が

な
い
（

 
）

。

　

以
上

、

大
き
く
四
つ

の

資
料
か

ら
の

論
証
で

あ
る

。

右
に

あ
げ
た

順

に

従
っ

て
、

柳
田

説
へ

の

反
論
を

試
み

た

い
。

　
　
　
　

ω
　
道
元

禅
師
の

和
歌

　

道
元
禅
師
の

和
歌
を
は

じ
め

て

伝
え

る
の

は

『

建
郷
記
』

で

あ
る

。

し

か

し
、

そ
の

す
べ

て

が

禅
師
の

真
作
と

断
定
す
る

こ

と
は

、

今
日
の

研
究
で

は

問
題
で

あ
る

と

さ

れ
、

む
し

ろ

真
作
が
確

証
で

き
る

歌
は

絶

無
で

あ
る

（

船
津
洋
子
「

『

傘
松
道
詠
集
』

の

名
称
．

成

立
．

性
格
」、

『

大
妻

国

文
』

第
五

号

昭

和
四
九
年
三

月
、

三

九

頁
）

と

さ

え

言
わ

れ
て

い

る

が
、

先
ず
は

柳
田

説
か

ら

検
討
す
る

こ

と

に

し

た

い
。

　
　
　
道
元
禅
師
の

遺
偈
と

鎌
倉
行
化

（

伊
藤
）

　
教
授
は

、

道
元

禅
師
の

晩
年
は

教

外
別
伝
や
不

立
文

字
を

説
か

な
い

の

に
、

鎌
倉
で

の

作
品
に

そ
れ

ら
が

あ
ら

わ

れ
る

の

は

問
題
で

あ
る

と

言
わ

れ

る
。

即
ち

、

晩
年
の

道
元
禅
師
が

そ
の

よ

う
な

歌
を

作
ら
れ

る

は

ず
が

な
く

、

し

た

が
っ

て

鎌
倉
で

そ
の

よ

う
な
歌
が

作
ら

れ
た

と

す

る

記
述
は

偽
り
で

あ
っ

て
、

実
際
に

は

鎌
倉
行
化
は

な
か
っ

た

と

主

張

さ

れ

る

の

で

あ
る

。

　
教

授
が

鎌
倉
で

の

作
品

と
さ

れ

る

「

教
外
別
伝
」

「

不
立

文

字
」

と

題

す
る

歌

で

あ
る

が
、

「

不

立

文
字
」

は

鎌
倉
で

の

作
で

は

な
い

。

面
山

瑞

方
編
『

訂
補
建
撕
記
』

　
で

は
、

「

宝

治
元
年
相
州

鎌
倉
に

い

ま

し

て

最

明

寺
道
崇
禅
門
の

請
に

よ

り
て

題
詠
十

首
」

と

し

て
、

「

教
外
別
伝
」

「

不

立

文
字
」

「

正

法
眼
蔵
」

「

涅
槃
妙
心
」

「

本
来
面
目

」

等
、

一

〇

首

を
あ

げ
る

（

『

諸
本

対
校
建
擲
記
』

一

五
三

頁
）

が
、

古
写
本
ぱ

「

宝

治
元

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
ヲ

　

　

　

　

　

　

　
ノ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　
　
ス

丁

未
年

、

在
γ

鎌
倉
西

明

寺
殿
道
歌

御
所
望
時

、

教
外
別

伝
詠
」

（

『

諸
本

対
校
建
記
』

八

七

頁
、

明
州
本

・

延

宝
本
・

門
子
本
・

元
文
本
も

ほ

ぼ

同
文

。

た

だ
し

、

瑞
長
本
の

み

は

「

西

明
寺
殿
」

で

は

な

く
「

西
明
寺
殿
自

二

北
ノ

御

方一
」

と

す
る
）

と
、

「

教
外
別
伝
」

の

歌

の

み

鎌

倉
で

の

作
と

し
、

他

は

鎌
倉
で

の

作
と
は

し

て

い

な
い

。

教
授
が

「

不
立

文
字
」

を

鎌

倉
で

の

作
と

言
わ

れ

る
の

は
、

訂
補
本
に

依
ら

れ
た

た

め

で

あ
ろ

う
。

面
山

が

何
を

典
拠
に
一

〇
首

を

鎌
倉
で

の

作
と

す
る

の

か

不

明
で

あ

る

が
、

古
写
本
が

す
べ

て

「

教

外
別
伝
」

の

み

を

鎌
倉
で

の

作
と

す
る

の

で

あ

る

か

ら
、

そ
の

方
を

採
る
べ

き
で

あ
ろ
う

。

　

柳
田

説
の

よ

う
に

、

晩
年
の

道
元

禅
師
は

教
外
別

伝
を

説
か

な
か

っ

二

〇
三
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道
元

禅
師
の

遺
偈
と

鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

た

と

し

て
、

こ

の

「

教
外
別
伝
」

の

歌

を

禅
師
の

真
作
で

は

な

く
、

従

っ

て

鎌
倉
行
化

も
な
か
っ

た

と

す
れ

ば
、

何
ら

矛

盾
は

な
い

の

で

あ
る

が
、

『

建
攤
記
』

の

記

述
を

認
め

れ

ば
、

「

教

外
別
伝
」

の

歌
は

鎌
倉
で

の

禅
師
の

作
と
し

な

け
れ
ぽ

な

ら
な
い

。

で

は

ど
の

よ

う

に

理

解
す
れ

ば

よ

い

の

で

あ
ろ
う

か
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　

　
　
ヘ
　

　　ヘ
　

　　
ヨ

　

榑
林
皓
堂
博
士

は
、

『

普
勧
坐
禅
儀
由
来
』

　
に

「

教

外
別
伝
正
法

眼

蔵、

吾

朝
未
二

甞

得
τ

聞
。

…

…
」

（

全
集
下

　
六

頁
）

と

あ
る

こ

と

と
、

こ

の

「

教
外
別
伝
」

の

歌
を

引
き

、

「

禅
教

未
分
以
前
の

正

法
眼
蔵

、

も

し

く
は

文
字
言
句

に

堕
せ

ざ
る

正

法
眼
蔵
の

意
」

（

『

道
元
禅
の

研
究
』

禅

学
研
究
会

昭

和
三
八

年
四

月
、

三

三

頁
）

に

解
さ

れ
て

い

る
。

こ

の

よ

う

に

解
す
れ

ば

問
題
は

な
い

で

あ
ろ

う
。

　

だ
が

、

こ

の

歌
は

、

船
津
洋
子
氏
に

よ
っ

て
、

同
じ
歌

が

『

法

燈
国

師
仮
名
法

語
』

に
、

類
似
の

歌
が

『

秋
篠
月

清
集
』

に

収
め

ら

れ
て

い

る

こ

と

が

指
摘
さ

れ
、

道

元
禅
師
真
作
と

し

て

甚
だ

疑
う
べ

き
点
が

多

と

さ

れ

る

（

前
掲
論
文
　
三

八

頁
）

。

　
こ

の

指

摘
は

、

「

教

外
別
伝
」

の

歌
が

道
元
禅
師
の

真
作
で

は

な

く
、

し

た

が
っ

て

鎌
倉
行
化
は

な
か

っ

た

と

す

る

柳
田

説
の

正

し

さ

を
立

証

す
る

か

の

ご

と

く
に

考
え

ら

れ
る

が
、

必

ず
し

も
そ

う
で

は

な
い

。

鎌

倉
行
化
は

あ
っ

た

と

す

る

側
か

ら

す
れ
ば

、

そ
の

鎌

倉

行

化
と
い

う

「

史
実
」

に

あ
わ

せ

て
、

道
元
褝
師
の

名
に

仮
託
し

た

偽
作
で

あ
る

と

言
う
こ

と

も
で

き
る

わ

け
で

あ
る

。

　
い

ず
れ
に

し

て

も、

こ

の

歌
の

み

か

ら
は

、

道
元

禅
師
の

鎌
倉
行
化

二

〇
四

の

有
無
を

決
す

る
こ

と
は

で

き
な
い

の

で

あ
る

。

　
　
　
　

 
　
『一
兀

亨
釈
圭
日

』

　

『

元
亨
釈
書
』

巻
第
六

の

道
元
禅
師
伝
に

は
、

次
の

よ

う

な
記
述
が

あ
る

。

　

 
平
副
帥

時
頼
招
以
二

名
藍一

不
レ

就
。

乃
如
二

越
州一

構
二

精
舎一

而
居

。

名
円
二

　
　

永
平
禅
寺
殉

（

日

仏
全
六
二

　
九
九
a

　
後
に

『

三

大
尊
行
状
記
』

と

対

　
　

照
す
る

と

ぎ
の

便
を

考
え、

実
線
・

点
線
を

付
し

た
。

）

　

柳
田

教
授
は

こ

の

記
述
よ

り
、

「

虎
関
は

、

道
元
の

鎌
倉
行
化
を

認

め

ず
、

時
頼
の

招
請
を

越
州
移
錫
以

前
に

お

く
。

資
料
の

扱
い

に

混
乱

の

あ
る
こ

と
は

確
か

で

あ
る

が
、

鎌

倉
と
の

か

か

わ

り

を

も
た

な
い

道

元
と
い

う

虎

関

の

イ

メ

ー

ジ

を
、

見
逃
し

て

は

な
ら

な
い

だ
ろ

う
」

（

 
）

と

言
わ

れ
る

。

右
の

文
章
の

ど
の

部
分
よ

り
、

道

元

禅
師
の

鎌
倉

行
化
を

、

虎
関

師

練
が

認
め

て

い

な
い

と

言
わ

れ

る

の

で

あ
ろ

う
。

推

測

す
る

に
、

教
授
は

、

「

不
γ

就
（

就
か

ず
）

」

を

「

お

も
か

む
な
い
」

と

い

う
意
味
に

と

ら

れ
た

の

で

あ
ろ
う

か
。

も
し

そ

う
で

あ
る

な

ら
ぽ
、

そ
れ
は

誤

り
で

あ
る

。

そ
の

理
由
を

述
べ

る

た

め

に
、

中
世
古
祥
道
氏

の
、

『

元
亨
釈

書
』

は

そ

れ

以
前
に

成
立
し

て

い

た

と

思
わ

れ

る

『

三

大

尊
行
状
記
』

と

「

大
略
そ
の

記

を
一

に

し
、

そ
の

要
を

と
っ

た

と

み

て

差
支
え

な
い

よ

う

に

思
わ

れ
、

そ
の

逆
は

認
め

難
い
」

（

「

元
亨
釈

書
上
の

道
元
禅
師

伝
に
つ

い

て
」

、

『

宗
学
研
究
』

第
一

五

号

　
昭
和
四

八

年
三

月
、

七

五

〜
七
六

頁
）

と
い

う

指
摘
に

よ
っ

て
、

『

三

大
尊
行
状
記
』

の

記

述
が

『

元
亨
釈

書
』

に

至
っ

て
、

ど
の

よ

う
に

ま

と

め

ら

れ
て

い

る

か
、

次
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に

見
て

み

る

こ

と

に

し

た

い
。

ま

と
め

具
合
を

知
る

た

め

に
、

『

三

大

尊
行
状
記
』

の

文
の

右
に

、

先
に

あ
げ
た

『

元
亨
釈
書
』

 
の

実
線

・

点
線
部
分
の

相
当
す
る

箇
所

を

記
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

乃
如
二

越
州一

ω
（

前
略
）

後
波
多
野
雲
州
大
守
義
重

。

依
二

固
請
→

移
下
二

越
州
殉

寛
元
二

　
　
　
　
　
　

構
二

精
舎一

而
居

。

名
日
二

永
平

禅
寺一

　
年
甲

辰
七

月
。

草
二

創
吉
詳
山

永
平

寺
殉

　
　
　
　
　
（

中
略
）

宝

治
元
年

　
　
　

平
副
帥
時
頼
　
　
　
　

招
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
二

名
藍一

　
丁

未
。

鎌
倉
西
明

寺
殿

。

奉
レ

召
二

請
師
叩

受
二

菩
薩
戒
殉

奉
二

留
住
→

建
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
γ

就
　

　
　

乃
如一一
越
州一

　
　

立

寺
院
殉

欲
〆

開
二

叢
席
噌

雖
二

頻
請
殉

堅
辞
退

帰
二

本

山
幻

（

曹
全

　
史
伝

　
　

上
・

一

三
b
〜
一

四
a

）

　

『

元
亨
釈
書
』

が

『

三

大

尊
行
状
記
』

の

記
述
の

要
を

と
っ

た

も
の

で

あ
る

と

す
れ
ば

、

 
と

 
の

『

元
亨
釈
書
』

の

部
分
を

比
べ

れ
ぽ
明

ら
か

な
よ

う
に

、

柳
田

教
授
が

指

摘
さ

れ

る

如
く

、

『

元
亨
釈
書
』

は
、

道
元
禅
師
が

鎌
倉
よ

り

越

州

永

平

寺
に

帰
ら

れ
た

こ

と

（

帰
二

本
山一
）

と
、

深
章
の

興
聖
寺
よ

り

北
越
入

山
さ

れ
た

こ

と

（

移

下
二

越

州一
）

と

を

混
同
し

、

北
越
入

山

を

時
頼
の

招
請
以

後
に

お

い

て

い

る
。

こ

れ

は

虎

関
師
練
が

伝
記
を

ま

と
め

る

に

際
し

、

誤
っ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

も
し

も
彼
が

『

永
平

広

録
』

を
見
て

い

た

の

で

あ
る

な

ら
ぽ

、

『

広
録
』

で

は

「

因
在
二

相
州
鎌
倉
一

聞
二

驚
蟄
一

作
」

と

題
す
る

偈
の

後
に

、

「

自
レ

比

已

後
皆
在
二

越
州一

作
」

と

あ
る
か

ら
（

全

集
下

　
一

九
六

頁
）

、

『

広

録
』

の

こ

の

記
録
に

よ

っ

て
、

時
頼
の

招
請
を

北
越
入

山
前
と

し

た

と

も
考
え

　
　

道
元
禅
師
の

遺
偈
と
鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

ら

れ
る

。

い

ず
れ
に

し

て

も
、

決
し

て

虎
関
師
練
は

道
元

禅
師
が

鎌
倉

へ

行
か

な
か
っ

た

と

は

考
え
て

は

い

な
い

。

「

以
二

名
藍
一

不
〆

就
」

と

は
、

名
刹
を

建
立
し
て

そ
の

開
山
に

請
し
た

の

で

は

あ
る

が

辞
退
し

、

そ
の

寺
に

住
し

な
か

っ

た

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

て
、

「

不
γ

就
」

は
、

鎌
倉
に

「

お

も

む
か

な
か

っ

た
」

こ

と
で

は

な
い

。

ま

た

「

不

就
」

が

「

し

た

が

わ

な
か
っ

た
」

と
い

う

意
味
で

あ
っ

て

も
、

そ
れ

は

名
刹
の

開
山
に

と
い

う

時
頼
の

要
請
に

し

た
が

わ

な
か

っ

た
の

で

あ
っ

て
、

鎌
倉
へ

行

か

な
か
っ

た
の

で

は

な
い

。

『

元

亨
釈
書
』

　
に

は

資
料
の

扱
い

に

混
乱

は

あ
る

が
、

明
ら
か

に

鎌

倉

行

化
を

認
め

て

い

る

の

で

あ
る

か

ら
、

『

元

亨
釈
書
』

の

記
述
よ

り
道

元

禅
師
の

鎌
倉
行
化
は

な
か

っ

た

と

は

言
え
な
い

の

で

あ

る
。

　

　

　
　

 
　
『

永
平

広

録
』

　

『

永
平
広

録
』

中
、

鎌
倉
行
化
を
立

証
す
る

も
の

は

第
二

五
一

宝
治

二

年
戊
申
三

月
十

四

日
上

堂
（

以
下
帰
山
上

堂
と

略
称
す
）

と
、

「

因

在一

柑

州
鎌
倉
一

聞
二

驚
蟄一

作
」

と

題
す
る

偈
（

以

下
「

驚
蟄
の

偈
」

と

略
称
す
）

で

あ
る

。

こ

の

「

驚
蟄
の

偈
」

は

『

永
平
元
禅
師
語

録
』

（

以
下
『

略
録
』

と

略
称
す
）

に

も
あ

る
か

ら
、

柳
田

教
授
は

鎌
倉
行
化
を
証
す
る

最
古
の

作
品
で

あ
る

と

し

な
が

ら

も
、

遺
偈
と

同
様
に

『

如
浄
録
』

に

よ

っ

て

作
ら

れ
た

も
の

で

あ
る

と

言
わ

れ

る
。

こ

の

偈
か

ら

先
に

見
て

み

る
こ

と

に

し

た
い

。

　

　

　
　
　
ω
驚
蟄
の

偈

　

先
ず

、

「

驚
蟄
の

偈
」

と

『

如
浄

録
』

の

台
州
瑞
巌
禅
寺
語
録
の

最
後

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

〇
五
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先

ず
、

出
立
と

帰
山
の

年
時
が

記

さ
れ

て

い

る

の

は

異
常
で

あ
る

と

す
る

点
で

あ
る

が
、

確
か

に

月
日

を

記
し

た

上

堂
は

多
く

あ
る

が
、

年

ま
で

は

明

記
さ

れ
て

は

い

な
い

か

ら
、

年
が

記
さ

れ

て

い

る

こ

と

が

異

常
で

あ
る

と

言
え
ば

言

え

な
い

こ

と

も
な
い

。

し

か

し
、

半
年
余
り

永

平

寺
を
あ
け

鎌
倉
行
化
を

し
た

と
い

う
こ

と
は

、

禅
師
自

身
に

と

っ

て

も
、

こ

の

上

堂
を

聴
い

た

大
衆
或
い

は

こ

れ
を

記
録
し

た

侍

者
に

と
っ

て

も
、

年
月
日

を

明
記
し

て

お

く
べ

き
大
き
な

事
件
で

あ
っ

た

の

で

は

な
か

ろ
う

か
。

月
日

が

明

ら
か

な

他
の

上

堂
は

、

歳
朝

・

涅
槃
会
・

浴

仏
・

結
夏
・

端
午

・

解
夏

・

天
童
忌
・

中
秋
・

開
炉
・

臘
八

等
の

毎
歳

行
な
わ

れ

る

上

堂
で

あ
っ

て
、

あ
え
て

年
ま
で

記
録
す
る

必
要
は

な
い

の

で

あ

る
。

　
だ

が
、

異
常
か

異
常
で

な
い

か

は
、

受
け
取
る

側
の

主

観
に

依
る

の

で

あ

る

か

ら
、

よ

り

客
観
的
な
論
証
が

必

要
で

あ
ろ
う

。

そ
こ

で

次
に

『

略

録
』

と

『

広
録
』

の

関
係
を

見、

帰
山
上

堂
が

後
に

創
作
さ

れ

た

も
の

か

ど
う
か

を

考
え
る

こ

と

に

し

た
い

。

　
柳
田

教
授
は

、

『

広
録
』

か

ら

『

略
録
』

へ

で

は

な
く

、

『

略
録
』

か

ら
『

広
録
』

へ

を

考
え
て

お

ら
れ

る

よ

う
で

あ
る

。

そ
の

場
合

、

『

略

録
』

中
に

帰
山

上

堂
が

収
め

ら

れ
て

い

な
い

こ

と
は

強
調
さ
れ

る

が
、

「

因
在
二

相
州
鎌
倉
一

聞
二

驚
蟄
一

作
」

と

題
す
る

い

わ

ゆ

る
「

驚
蟄
の

偈
」

が

あ
る

こ

と

は

認

め

な
が

ら
、

そ
れ

を

ど
の

よ

う

に

理

解
さ

れ
て

い

る

の

か

明
ら
か

で

は

な
い

。

　
『

略」
録
』

の

無
外
義
遠
の

序
は

道
元
禅
師
の

遺
偈
と

鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

　

景
定
甲

子
十
一

月
旦
　
　
　
無
外
義
遠
書
　
（

曹
全

　
宗
源
下
・

二

七
a

）

　

と
あ
る

か

ら
、

景
定

五

年

（

＝
一

六

四
）

一
一

月
一

日
に

書
か

れ
た

も
の

で

あ
る

。

ま
た

跋
に

は

　

書
雲
日
義
遠

題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
　
四
二

a
）

　

と
あ
る

が
、

書
雲
と
は

「

春
分

・

秋

分
・

夏
至

・

冬
至

に

雲
気
を
望

ん

で

吉
凶

を

占
ひ

、

之
を

策
に

書
す
る

こ

と
」

（

大
漢
和
辞
典
）

と

あ
る

か

ら
、

「

書
雲
日
」

と

は
、

景
定
五

年
の

冬
至
（

二
月
二

五
日
）

か
、

翌

威

淳
元
年
（

一

二

六

五
）

の

春
分
（

二

月
二

七

日
）

と

思
わ

れ
る

。

　

退
耕
徳
寧
の

跋
に

は

　

大
宋
乙
丑

威
淳
改
元

。

清
明

後
一

日
。

霊
隠
退
耕
源
寧

　
　
（

同
　
四
二

a
）

と

あ
る

が
、

こ

れ
は

威
淳
元

年
三

月
一

三

日
で

あ
り

、

虚
堂
智
愚
の

跋

に

も
、

　

大
宋
威
淳
改
元

春
三

月

　

奉
勅
住
持
京
国
浄
慈
虚
堂
智
愚

書

　

　

　

　

　

　

　

　
（

同

　
四
二

b
）

と

あ
る

。

二

人
の

跋
は

威

淳
元

年
の

三

月
に

書
か

れ
た

も
の

で

あ
る

か

ら
、

無
外
義
遠
の

跋
が

威

淳
元

年
春
分

に

書
か

れ
た

も
の

で

あ
っ

て

も

よ

い

わ

け
で

あ
る

。

遅
く

と

も

威
淳
元

年
ま

で

に

は

『

略

録
』

は

成
立

し

て
お

り
、

そ
の

中
に

「

驚
蟄
の

偈
」

も

含
ま

れ
て

い

た

の

で

あ
る

。

　

教
授
は

言
わ

れ
る

。

「

要
す
る

に

遺

偈
も
ま

た

後
人
の

創
作
で

、

作

ら

れ
た

遺
偈
に

も
と

つ

い

て
、

鎌
倉
行
化
が

構
想
さ

れ
て

例
の

帰
山

上

堂
そ
の

他
の

作
品
と

な
る
」

（

 
）

と
。

ま

た
、

道
元
禅
師
・

懐
奘

・

義

介
の

三

代
の

遣

偈
は

同
じ
一

人
の

手
に

よ
っ

て
一

挙
に

創
作
さ

れ
た

二

〇
七
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

道
元
禅
師
の

遺
偈
と

鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

（

 
 
）

と

言
わ

れ

る
の

で

あ
る

か

ら
、

遺

偈
の

成
立
は

義
介
示

寂
（

一

三

〇
九
年
）

後
で

な

け
れ
ぽ
な

ら

な
い

。

（

遣
偈
に

関
し
て

は
、

既
に

前
項

で

柳
田

説
の

成

り
立
た

な
い

こ

と

は

論
証
し

た
が

、

こ

こ

で

は

仮
り
に

遺
偈
に

関
す
る

柳
田

説
を

認
め

た
と
し

て

論
を

進
め

る
こ

と
に

す
る

。

）

柳
田

説
に

よ

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
へ

　

　

ゐ

　

　

ヘ

　
　

ヘ

　
　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　ヘ
　
　コ

る

な
ら

ば
、

義
介
示

寂
後

、

創
作
さ
れ

た

遺
偈
に

も
と
つ

い

て
、

帰
山

上

堂
も
「

驚
蟄
の

偈
」

も
作
ら

れ
ね
ば

な

ら
な
い

こ

と

に

な
る

。

し

か

し

そ
れ

よ

り

も

四

〇
年
以

前
に

成
立
し

て

い

た

『

略
録
』

中
に

「

驚
蟄

の

偈
」

は

収
め

ら
れ
て

い

る

の

で

あ
り

、

創
作
さ

れ
た

遺

偈
に

も
と
つ

い

て

鎌

倉

行

化
が

構
想
さ

れ
た
と

い

う
こ

と
は

言
え
な
い

こ

と

に

な

る
。

　

ま

た
、

教
授
が

言
わ

れ
る

よ

う
に

、

『

略
録
』

が

先
に

あ
っ

て
、

そ
の

後
に

帰
山
上

堂

等
が

加
え
ら

れ
て
『

広
録
』

と

な
っ

た

と

す
る

な
ら

ば
、

『

略
録
』

に

収
め

ら
れ

て

い

な
い

上

堂
等
は

、

す
べ

て

後
人
の

作
と
い

う
こ

と
で

あ
ろ

う
か

。

『

広
録
』

に

は

五

三
一

の

上
堂
が

あ
る

の

に

対

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（

注
）

し
、

『

略

録
』

に

は

七

五

の

上

堂
が

あ
り

、

四
五

〇
余
も
の

上

堂
が

後

か

ら

創
作
し

加
え
ら

れ

た

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

し

か

も

先

号
で

述
べ

た

よ

う

に
、

上

堂
は

お

お
よ

そ
年
代
順

に

排
列
さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

し

か

し
、

創
作
し

て

そ
れ

を

適
当
な
間
隔
に

排

列
す
る

の

は

そ
れ
ほ

ど

困
難
な
こ

と
で

は

な
い

と
の

反
論
も
あ
ろ
う

。

そ
こ

で

次
に

、

閏
月

が

あ
っ

た

年
で

、

比

較
的

平

均
し
て

上

堂
が

行
な

わ
れ
て

い

る

仁
治
元

年
と

建
長
三

年
の

、

し

か

も
排
列
に

問
題
の

な
い

期
問
に

関
し

て
、

上

堂
が

行
な
わ

れ

た

間
隔
を

見
て

み

る
こ

と

に

し
た

い
。

講 　 　 （月 ・）
（嬲 重鐚雛 鸛

間

　　仁 治 元 年 （1240）

iil蠍 1；i嬬 勲

ご

〇
八

6．3

6．3

5．05

．4
〔2．7〕

5ユ

8
　
14
　
810

　

12

　 逮 長 3 年 （1251）

218 涅 槃 会 上 堂 （2．15）

i；1鸞蕪

　

仁
治
元
年
は

閏
一

〇
月

が
、

建
長
三

年
は

閏
九

月
が

あ
っ

た

の

で

あ

る

が
、

閏
月

が

な
い

も
の

と
し

て

期
間
と

上

堂
の

間
隔
を

計
算
す
る

と

0
内
の

数
字
と

な

り
、

そ
の

前
後
に

比
べ

て

非
常
に

短
い

間
隔
に

な
っ

て

し

ま

う
。

後
に

作
ら
れ

た

も
の

で

あ
る

な
ら
ぽ

、

上

堂
の

間
隔
は

あ

る

程
度
考
え
た

と
し

て

も
、

閏
月
ま

で

考
え
に

入
れ

て

編
集
さ

れ
た

で

あ
ろ

う
か

。

こ

れ
は

、

明
ら
か

に

閏
月
が
あ
っ

て

上

堂
が

実
際
に

行
な

わ

れ
、

そ
れ

を

収
め

た

も
の

で

あ
る

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る
。

　

従
っ

て
、

『

略
録
』

が

先
に

あ
っ

て
、

後
に

作
ら

れ
た

上

堂
等
が

加

え
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ら

れ
て

『

広

録
』

と

な
っ

た

と
す
る

、

『

略
録
』

か

ら

『

広
録
』

へ

の

柳

田

説
は

成
り
立

た

な
い

。

上
堂
の

排
列
か

ら
で

も
明
ら
か

な
よ

う

に
、

実
際
に

行
な
わ

れ

た

上

堂
が

、

ほ

ぼ
そ

の

行
な

わ
れ

た

年

代
順
に

排

列

さ
れ
て

お

り
、

帰
山

上
堂
も
そ
の

例
外
で

は

な
い

と

考
え
て

よ

い

で

あ

ろ

う
。

　
　
　
　

ω

『

吾
妻
鏡
』

　

鎌
倉
側
の

『

吾
妻
鏡
』

に

道
元

禅
師
の

鎌
倉
下

向
の

こ

と
が

記
さ

れ

て

お

ら

ず
、

そ
れ

を

記

す
の

は

禅
師

側
の

資
料
で

、

つ

ね

に

永
平
寺
の

も
の

に

限
ら

れ

て

い

る
（

 
）

と

い

う
こ

と

が
、

鎌
倉
行
化
は

な
か

っ

た

と

す
る

論
拠
の
一

つ

と

な
っ

て

い

る
。

　

柳
田

教
授
は

、

道

元

禅
師
の

鎌
倉
行
化
を
立

証
す

る

資
料
は

禅
師
側

の

み
の

も
の

で
、

そ

れ

ら
は

後
に

創
作
さ

れ
た

疑
い

が

あ
り

、

信
憑
性

が

低
い

と

主

張
さ

れ

た
い

の

で

あ
ろ

う
。

だ
が

、

教
授
が

高
く
信
頼
を

置
か

れ
て

い

る

『

吾
妻
鏡
』

は
、

そ
れ

ほ

ど
の

資
料
的
価
値
が

あ
る

の

で

あ
ろ

う
か

。

こ

れ

ま

で

の

研
究
に

よ

っ

て

明
ら
か

に

さ

れ
た

点
で

、

本
稿
に

関
係
す
る

も
の

の

み

を

あ
げ
る

と
、

『

吾

妻

鏡
』

と

は

次
の

よ

う

な

も
の

で

あ
る

と

言
え
る

（

永

原
慶
二

「

史
書
と

し
て

の

吾
妻
鏡
」

、

『

全

訳
吾
妻
鏡
一
』

新
人
物
住
来
社

　
昭
和
五
一

年
一

〇
月

、

八
頁
）

　

ω
暮
府
の

公
式
記
録

。

　

 
日
ご

と
に

記
し
た

日

記
で

は

な

く
、

後
代
の

編
纂
に

な
る

追
記

。

　

 
編

纂
の

年
代
は

、

前
半
の

文
永
年
間
（

＝
一
六

四
〜

＝
一

七
五
）

、

後

　
　

半
は

正
応

・

嘉
元
の

間
（

＝

天
八
〜

＝
二

〇
六
）

と

見
る

説
が

通

　
　
　

道
元
禅
師
の

遺
偈
と

鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

　
　
説
化
し

て

い

た

が
、

前
半
部
分
も
正

安
二

年
（

一

三

〇
〇
）

以

降
編

　
　
纂
さ
れ

た

可
能
性
が

大
き
い

。

　

ω
利
用
し

た

文
献
は

、

幕
府
の

政

所
・

問
注
所
な
ど

に

保
存
さ

れ
た

　
　
記
録

、

日

録
、

公
家
の

日

記
録

、

社
寺
の

古
文
書、

御
家
人
の

家

　
　
伝
書

、

文
学
作
品
に

い

た

る

広
い

範
囲
に

わ

た
っ

て

い

た
。

　

 
編

纂
上
の

ミ

ス

に

よ

る

誤
り

、

偽
文
書
の

利
用
等

に

基
く
誤
り

、

　
　
北
条
氏
の

立

場
を

考
慮
し

た

曲

筆
、

事
実
の

意
図

的
排
除
隠
蔽
や

　
　

誇
張
な

ど

も

少
く
な
い

。

　

『

吾
妻
鏡
』

は

幕
府
の

公

式
記
録
で

は

あ
る

が
、

日

記
で

は

な

く
、

前
半
部
分
で

さ

え

正
安
二

年

（

＝
二

〇
〇
）



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

道
元
禅
師
の

遺
偈
と

鎌
倉
行
化
（

伊
藤
）

し

ま

う
こ

と
は

で

き
な
い

と

言
え
よ

う
。

先
ず

、

『

吾
妻
鎌
』

の

批
判
的

研
究
が

な
さ

れ
る

必

要
が

あ
ろ

う
。

　

た

だ

し
、

下

向
の

勧
請

者
を

時
頼
で

は

な

く
、

中
世
古
禅
道
氏
の

説

の

よ

う

に
、

「

義
重
を

主

体
と

し

て
、

波
多
野
一

族
が

か

ら

む

も
の

と

見

る
」

（

『

道
元

禅
師
伝
研
究
』

国
書
刊
行
会
　
昭
和
五

四

年
一

月
、

三

八

七

頁
）

な
ら

ぽ
、

『

吾
妻
鏡
』

　
に

下
向
の

記
述
が

な

く
て

も
何
ん

ら

問
題
は

な

い

の

で

は

な
か

ろ

う

か
。

四

　
お

　
わ

　
り

　
に

　

遺

偈
と

鎌
倉
行
化
に
つ

い

て

考
察
し

て

き
た

が
、

改
め

て

資
料
を

検

討
し

た

結
果

、

柳
旧

説
の

よ

う

な

結
論
を

導
き
出
す
こ

と

は

で

き
な
い

こ

と

が

明
ら
か

と
な
っ

た
。

例
え
と
し

て

は

不
適
当
で

あ
る

が
、

柳
田

説
は

、

状
況

証
拠
の

み
を

取
り

上

げ
、

被
疑

者
側
の

身
内
の

証
言
は

信

用
で

き
な
い

と
し

て
一

切
認
め

な
い

よ

う
な

も
の

で

あ
る

。

状
況
証
拠

は

あ

く
ま
で

も

犯
罪
事
実
を
間
接
的
に

推
測

さ
せ

る

も
の

で

あ
っ

て
、

直
接
に

証
明
で

き
る

証
拠
で

は

な
い

。

し
か

も
そ
の

状
況
証
拠
に

事
実

誤
認
が

あ
っ

た
の

で

は
、

も
う

そ

れ
は

証
拠
と
は

言
え

な
い

ば
か

り
か

、

そ
れ

を

押
し

通

せ

ぽ
、

無
実
の

人
を

犯
罪

者

と
し

て

し
ま

う
こ

と

に

な

る

の

で

あ
る

。

　

三

代
の

遺

偈
は

後
人
が
一

挙
に

作
っ

た

も
の

で

あ
る

と

い

う

説
も

、

鎌
倉
行
化
は

な
か
っ

た

と
い

う

考
え

も
、

そ

れ
を

直
接
立

証
す
る

も
の

は

何
一

つ

な

い

の

で

あ

る
。

柳
田

教
授
の

論

拠
は

、

そ
の

資
料
を

再

検

一

二

〇

討
す
れ
ぽ

、

そ
の

よ

う

に

断
定
す
る

ほ

ど

充
分

な
も
の

と

は

言

え

な

い
。

　
一

方
、

道
元

禅
師
側
の

資
料
で

は

あ
る

が
、

遺
偈
を

伝
え
る

も
の

と

し
て

は

『

三

大

尊
行
状

記
』

等
が

あ

り
、

こ

れ

は

そ

れ

以

前
の

資
料
や

伝
承

に

も
と
つ

い

て

い

る

の

で

あ
ろ

う
し

、

鎌
倉
行
化
を

証
明
す
る

も

の

と

し

て

は

道
元

禅
師
の

上

堂

等
を

集
め

た

『

永
平
広
録
』

が

あ
り

、

帰
山
上
堂
と

「

驚
蟄
の

偈
」

が

収
め

ら

れ
て

い

る
。

こ

れ

ら

を

道
元

禅

師
の

作
で

は

な
い

と

明
確
に

否
定

す
る

資
料
が

存
在
し

な
い

限
り

、

道

元

禅
師
側
の

資
料
で

あ
る

か

ら
と

い

っ

て
、

そ

れ
を

認
め

な
い

の

は

ど

う
で

あ
ろ
う
か

。

む
し

ろ
、

そ
う

し

た

伝
承
に

基
づ

い

た

資
料
こ

そ
、

尊
重
さ
れ

る
べ

き
で

は

な
い

で

あ
ろ
う

か
。

　

ま

た
、

そ
の

真
偽
に

問
題
が

な
い

わ

け
で

は

な

い

が
、

『

御
遺
言

記

録
』

（

『

永
平

室
中
聞
書
』

）

に

も、

禅
師
の

言

葉
と

し
て

　

和
尚
云

、

（

中
略
）

其
後
先
年
下
二

向
干
関
東一

之
因

、

重
以
二

書
状
可
7

被
レ

行

　

之
由、

及
二

度
度
殉

（

下

略
）

（

全

集
下
　
四

九
六
頁
）

と
、

関
東
下
向
を

伝
え
て

い

る
の

で

あ
る

。

　

以
上

、

柳
田

聖

山
教
授
の

ご

高
説

に

対
し

、

浅
学
菲
才

を

顧
み

ず、

疑
点
を
述
べ

反
論
を

試
み
た

わ

け
で

あ

る

が
、

思
い

も
か

け
な
い

誤
り

を
犯
し

て

い

る

か

も
知
れ

な
い

。

ま

た
、

文
中

、

柳
田

教
授
に

対
し

て

誤
解
と

非
礼
を

犯
し

て

い

る

か

も
知

れ

な
い

。

そ
れ

が

筆
者
の

本

意
で

は

な
い

こ

と

を

併
ぜ

記
し

て
、

同
教

授
の

寛
恕
を

乞
う

次
第
で

あ
る

。

　
（

注
）

　
『

略
録
』

第
七
三

解
夏
上

堂
は

、

『

広

録
』

で

は

解
夏
小
参
で

あ

り
、

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service


